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城郭研究室では連休を利用し親睦会を兼ねて韓国旅行に行きました。仁川国
際空港の巨大さに驚き、市街は数年前の「ＩＭＦ時代」と言われたのが嘘のよ
うな活気。それでも景気はかなり悪いのだと言います。

ソウル近辺にはいくつもの城跡があります。しかし旅行中の自由時間を使っ
ていろいろ見るには時間的な制約が大きくなります。それでも短時間に見学可
能な場所を紹介します。

この国の経済成長は「漢江の奇跡」と言われ、新興工業国の旗頭でありまし
た。その象徴ともいうべきイベントがソウル五輪でした。

ソウル市内の漢江南岸は、この五輪開催決定によって主要競技場などの建設
に伴って開発が一気に進んだ新しい町ときいています。夢村もその一角を占め
ていた集落の名前とのことです。

ここに紹介する夢村土城（ムチョントソン）も、五輪施設建設に伴ってソウ
ル大学校博物館によって発掘された遺跡です。遺跡主要部は遺跡公園として復
元整備されています。

夢村土城は漢江支流を取り込んでいわゆる外堀として、全周２キロ強の城壁を
もつ邑城です。出土遺物から推定される年代は３世紀で、漢城百済時代の城郭
でということになります。

　夢村土城の高い城壁から北東方向に見えるアパート群内に、帯状に城壁が残
っています。これが風納里土城の城壁です。この城も百済のもので、3～５世
紀のもののようですが、研究者によって意見がわかれます。写真には「現代リ
バーアパート」が写っていますが、その名の示すように河畔に位置します。そ
のため解放前に起きた大洪水で北壁は流失したとのことです。
　現在、保存されている城壁には芝が張られて綺麗になっていますが、周囲は
雑然とし、史跡地周囲は金網が張られています。金網に張り付いてたい焼きの
屋台があったのをみると、不法占拠を防ぐために設置されたようです。現代で
は、城壁が人を守るのではなく、人が城壁を守らなくてはなりません。

備前丸の櫓は何処へ
解体されたれた姫路城のゆくえ

　明治維新後、城の存廃が決まると日本各地で廃城となった城郭が破却されました。解体撤去に伴
って、そうした旧城施設が入札によって払い下げられることになりました。姫路城でも一説には、
23円50銭で払い下げられようとしていたと言われています。落札した神戸清一郎は、解体するにも
金がかかりすぎるので、その場所で焼き払って鉄物だけでも拾って売却しようと考えたというので
す。この話の真偽は別にしても、無用の長物となった城郭がいまや金物くらいしか価値が無くなっ
ているということは姫路城に限らず、どこの城郭でも共通していた話だったことでしょう。
　ところで、姫路城は幸運にもその後の存城と決まり残されることになりました。それでも陸軍が
駐屯するエリアについてはすでに旧城施設は徹底的に撤去されていました。本城や向屋敷といった
中核施設は三の丸空間を埋めていましたから、撤去された施設は決して少なくありません。
　不思議なのは、それだけの施設が解体撤去されたはずなのに、「姫路城にあったものを移築した」
あるいは「譲り受けた」と伝わるものが意外と少ないことです。姫路市内でいえば、上の写真にある
八王子神社の高麗門（市内飾東町）くらいです。こうした大きな建物に限らず、かつて御殿を装飾し
ていた物（襖、欄間、把手など）がたくさんあってもおかしくありません。
　一体、そうした物はどこでどうしているのでしょうか。何か情報をお持ちの方は、是非ご教示くだ
さい。　　

Remember?「築城400年」③

　『城』78号（1973年）の中に神戸市兵庫区北仲町にあった姫路城からの移築されたという建物が紹介されて
います（上図：根津袈津之「神戸市内にあった姫路城三層閣」）。昭和初期の新聞切抜きを根津氏が紹介した
文章で、挿図は筆者が子供の頃に見た記憶をもとに描いたようです。新聞記事では当時姫路城保存工事主任だ
った藤原義一と神戸高等工業学校野地教授、当時この建物を事務所にしていた丸善石油の松村社長の談話を紹
介しているとし、その要約を転記しています。それによれば、野地教授は明治10年に姫路城から曳いてきたも
のとの話を耳にしており、それに対して松村社長は昭和３年から同社の所有となっているが、明石城の一部だ
ったと聞いていると記されています。経緯からすると、野地教授の話の方が信憑性があるように思われます。
藤原氏は姫路城工事主任らしく、建築物としての特徴を分析し、「古式邸館殿守にみられる如き」と技術者ら
しい指摘をしています。上図を見るかぎり、秀吉築造三重天守の復元想像図を彷彿とさせる外観です。根津氏
の文章では、この建物が姫路城にあったことは断定できませんが（根津氏はほぼ断定している）、どこかの城
郭施設だった可能性は大きいように感じられます。
　因に備前丸に三重櫓があったかどうかですが、下左の「播州姫路城図」では備前丸に三重櫓があったとは記
されていません。一方、右の「大工源助伜幾蔵図」では備前丸台所大屋根に接して三重櫓（○）が描かれてい
ます。もし備前丸の櫓だとしたら、この建物だったのでしょうか。根津氏の文章が、「姫路城からの移築建物
はどこかにあるはず」との希望をもたせてくれました。
　ただ残念なことに、この三層閣は神戸大空襲で焼失してしまいました。


